
　
「
二
十
四
孝
」
は
中
国
古
代
に
親

孝
行
を
実
践
し
た
二
十
四
人
の
物

語
で
あ
る
。我
が
国
で
は
、「
二
十
四

孝
」
も
教き

ょ
う
く
ん
ぼ
ん

訓
本
と
し
て
出
版
が
繰

り
返
さ
れ
た
が
、
江
戸
時
代
に
な

る
と
、『
倭や

ま
と

二
十
四
孝
』、『
皇こ

う
ち
ょ
う朝

二
十
四
孝
』な
ど
の
日
本
人
の
作
っ

た
二
十
四
孝
や
教
訓
本
が
多
く
出

版
さ
れ
た
。
孝
行
は
中
国
伝
統
の

美
徳
の
み
な
ら
ず
日
本
に
も
、
こ

の
よ
う
に
立
派
な
親
孝
行
者
が
お

り
ま
し
た
と
い
う
日
本
版
二
十
四

孝
で
あ
る
。
も
っ
と
も
戦
後
の
日

本
の
親
孝
行
の
考
え
方
も
大
き
く

変
化
し
た
。「
親
の
意
見
と
茄な

す

び子

の
花
は
、
千
に
一
つ
の
あ
だ
が
な

い
」
と
い
う
昔
か
ら
の
諺

こ
と
わ
ざは
語
ら

れ
な
く
な
っ
て
久
し
い
。
本
家
本

元
の
中
国
で
も
文
革
中
、
子
が
親

を
平
気
で
告
発
し
、
糾き

ゅ
う
だ
ん弾
す
る
こ

と
が
横
行
し
、
子
が
親
を
敬
う
中

華
民
族
伝
統
の
モ
ラ
ル
も
す
っ
か

り
様さ

ま
が変
わ
り
し
た
。

　

近
世
社
会
に
お
い
て
庶
民
道
徳

の
第
一
位
と
な
っ
た
親
孝
行
は
、

為
政
者
が
そ
れ
を
奨
励
し
、
事
あ

る
ご
と
に
表
彰
し
た
。現
代
と
違
っ

て
社
会
福
祉
制
度
が
未
発
達
段
階

に
あ
っ
た
江
戸
時
代
に
お
い
て

は
、
老
親
の
扶
養
と
介
護
は
そ
れ

ぞ
れ
の
家
族
・
縁
者
の
誰
か
に
担に

な

わ
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
が
あ
っ

た
。
幕ば

く
は
ん藩
体
制
が
崩
壊
し
て
明
治

新
政
府
に
な
っ
て
も
、『
明め

い

治じ

孝こ
う
せ
つ節

録ろ
く

』
や
『
明め

い

治じ

功こ
う
し
ん
ろ
く

臣
録
』
を
刊
行

し
て
孝
節
者
や
功
臣
を
表
彰
し
た
。

明
治
政
府
の
官
僚
た
ち
も
、
儒
教

的
精
神
が
基
本
で
あ
っ
た
の
で
孝

子
表
彰
が
当
然
の
如
く
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
教
育
制
度
の
確
立
と
と
も

に
道
徳
教
育
の
根
幹
と
し
て
「
教き

ょ
う

育い
く
ち
ょ
く
ご

勅
語
」（
明
治
23
年
）
が
制
定
さ

れ
た
。
そ
し
て
12
の
徳
目
の
筆
頭

に
「
父
母
に
孝
」
が
据
え
ら
れ
た
。

こ
の
流
れ
は
大
正
・
昭
和
と
受
け

継
が
れ
、
昭
和
5
年
（
１
９
３
０
）

文
部
省
は
『
孝こ

う

子し

徳と
く
こ
う
ろ
く

行
録
』
を
刊

行
し
た
。
こ
れ
は
「
教
育
勅
語
」

発
布
四
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

文
部
大
臣
が
表
彰
し
た
孝
子
の
徳

行
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
そ
の
目

的
は
、
十
八
世
紀
末
に
江
戸
幕
府

が
諸
藩
に
命
じ
て
全
国
の
孝
行
者

を
儒じ

ゅ
か
ん官
に
編
纂
さ
せ
た
『
官か

ん
こ
く
こ
う

刻
孝

義ぎ

録ろ
く

』
と
何
ら
変
わ
り
が
な
い
。

　

戦
後
、
日
本
国
憲
法
・
教
育
基

本
法
の
公
布
に
よ
り
「
教
育
勅
語
」

は
廃
止
さ
れ
た
。

府
中
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

横
田
　
禎
昭

〔
第
90
回
〕　

龍
仙
寺
の
勧か

ん

孝こ
う

悌て
い

碑ひ

⑪

ふ
る
さ
と
歴
史
散
歩

正しいごみ出しにご協力を
府中町環境センター(八幡四丁目1-1)　☎286–3266

家庭ごみなどの持ち込み

　受付時間　月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　　午前9時～11時30分　午後1時～3時30分　
　　

　ゴールデンウイーク前後の期間中は、環境センターへ
のごみの持ち込みが多く、大混雑が予測されます。あら
かじめ、正しく分別をして持ち込んでください。

　広報ふちゅう3月号と一緒に各家庭に配布しました
が、次の場所でも受け取ることができます。
●役場(住民課･環境課)●環境センター●府中公民館●南公民
館●福寿館●南交流センター●くすのきプラザ●ふちゅう情報
プラザつばき館（イオンモール広島府中ソレイユ内）

「平成23年度家庭ごみの正しい出し方」
配　布　場　所

5／3
(火／祝)

北部
埋立ごみ･有害ごみ(第1回目火曜日地区)
ペットボトル･紙パック･白色トレイ

（第1回目火曜日地区）
南部 普通ごみ(火･金曜日地区)

5／4
(水／祝)

北部 収集はしません

南部
埋立ごみ･有害ごみ(第1回目水曜日地区)
ペットボトル・紙パック・白色トレイ

（第1回目水曜日地区）

5／5
(木／祝)

北部 普通ごみ（月・木曜日地区）

南部
埋立ごみ･有害ごみ(第1回目木曜日地区)
ペットボトル・紙パック・白色トレイ

（第1回目木曜日地区）

午前8時30分までにごみステーションに出してください。

※環境センターへのごみの持ち込みは、受け付けていません。

『官刻孝義録』菅野則子校訂
享和元年(1801)刊行本の現代語訳復刻版
東京堂出版1999年

※ごみの不法投棄は、犯罪です
不法投棄を目撃した人は、警察に通報してください

※ごみを出す時間に気をつけてください
前日の夜や早朝に出すとカラスが見つけて荒らすことがあります。

23. 5. １ 広報ふちゅう25


